【緊急要請】
2018年12月17日（月）
分会長・学校委員　様
愛知県高等学校教職員組合
                                                    　　　　　　 執行委員長　鈴村　紀代子

中教審「学校における働き方改革特別部会」答申素案等に関するパブリックコメントに対するとりくみについて

　日々の活動、お疲れ様です。
さて、新聞等でも報じられたように、12月６日に開催された中教審「学校における働き方改革特別部会」において、「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について（答申素案）」（以下、「答申素案」）と「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン（案）」（以下、「ガイドライン案」）の審議を行いました。
「答申素案」では、教職員定数の抜本的改善に背を向け、給特法の改正を先送りする一方、2021年度から「１年単位の変形労働時間制」が導入できるよう制度改正を行うことを提案しています。「１年単位の変形労働時間制」は時間外勤務の実態を覆い隠し、更なる長時間過密労働をもたらすものであり、断じて容認できません。また、「ガイドライン案」は、「特例的な扱い」として、いわゆる「過労死ライン」の「月80時間」から「月100時間」の時間外勤務を認めるとともに、実効性を確保する仕組みが設けられておらず、大きな問題をもつものと言わざるを得ません。
そこで、さらなる長時間過密労働につながる「１年単位の変形労働時間」の導入を許さず、長時間過密労働解消に向けた実効性ある施策を求め、下記とりくみを緊急に要請します。学期末の忙しい時期ですが、積極的なとりくみをお願いします。

記

１．　とりくみの内容：各分会から「答申素案」と「ガイドライン案」に対する意見をそれぞれFAXもしくは電子メールで送ること。
　　　　　　　　　　　※「送信先」「提出様式」は右を参照してください。
　　　　　　　　　　　※パブコメ案が愛高教ＨＰにあります。活用してください。

２．　〆　　　切　　：12月21日（金）

以上





	〈ＦＡＸの場合〉
○送信先　「答申素案」「ガイドライン案」ともに０３－６７３４－３７３３
　
○提出様式　件　　名〈「答申素案」について〉
「働き方改革答申素案に関する意見」
　　　　　　　　    〈「ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ案」について」〉
「働き方改革ガイドライン案に関する意見」
（以下「答申素案」「ガイドライン案」共通）
氏　　名　愛知県高等学校教職員組合○○分会
　　　　　　職　　業　団体
　　　　　　住　　所　愛知県名古屋市中区新栄１－４９－１０　愛知県教育会館
　　　　　　電話番号　０５２－２６１－８１５５
　　　　　　意　　見　（各分会の意見）

学校のＦＡＸを使用することは絶対に避けてください。








	〈メールの場合〉
○送信先　　①「答申素案」：hatarakikatato-shin@mext.go.jp
　　　　　　　※件名は「働き方改革答申素案に関する意見」としてください。
　　　　　　②「ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ案」：hatarakikata-guide@mext.go.jp
　　　　　　　※件名は「働き方改革ガイドライン案に関する意見」としてください。

○提出様式　氏　　名　愛知県高等学校教職員組合○○分会
　　　　　　職　　業　団体
　　　　　　住　　所　愛知県名古屋市中区新栄１－４９－１０　愛知県教育会館
　　　　　　電話番号　０５２－２６１－８１５５
　　　　　　意　　見　（各分会の意見）
　　　　　　　　　　　※添付ファイルは不可です
学校の割りあてられたメールアドレスで送ることは避けてください。
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